
今
回
の
企
画
展
で
は
、
こ
の
激
動
の
南

九
州
を
生
き
た
忠
相
・
忠
親
・
時
久
の
三

代
と
戦
国
時
代
に
焦
点
を
当
て
、
彼
ら
の

生
涯
に
関
連
す
る
史
料
を
展
示
し
て
紹
介

し
ま
す
。

◉
会
期

8
月
1
日
㈯
～
10
月
11
日
㈰

◉
観
覧
料

一
般　
2
2
0
円
（
1
6
0
円
）

大
学
生・高
校
生　
1
6
0
円（
1
1
0
円
）

中
学
生
以
下
無
料

※
（　
）
内
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金

◉
展
示
史
料

︻
鉄て

つ
錆さ

び
地じ

南な
ん

蛮ば
ん

胴ど
う

具ぐ

足そ
く

︼

（
県
指
定
文
化
財
:
都
城
島
津
邸
蔵
）

8
代
当
主
忠
相
が
着
用
し
た
よ
ろ
い
で
、

全
国
的
に
も
珍
し
い
鯨
の
ヒ
ゲ
が
か
ぶ
と

の
脇
に
付
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
胴
部
は

真
ん
中
が
尖
っ
た
形
に
な
っ
て
い
て
、
戦

国
時
代
後
半
に
流
行
し
た
南
蛮
胴
を
取
り

入
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

︻
島
津
義
弘
書
状
︼

（
伊
集
院
文
書
:
鹿
児
島
県
立
図
書
館
蔵
）

文
禄
4
年
（
1
5
9
5
）
2
月
、
島
津

義
弘
が
島
津
本
家
家
老
へ
出
し
た
書
状
で
、

そ
れ
ま
で
島
津
家
や
義
弘
父
子
に
対
し
忠

戦
国
時
代
の
南
九
州
は
ま
さ
に
激
動
の

時
代
。
島
津
本
家
は
薩
摩
・
大
隅
・
日
向

三
国
（
現
在
の
鹿
児
島
県
全
域
と
宮
崎
県

の
南
西
部
）
の
統
一
を
果
た
す
と
、
九
州

北
部
に
ま
で
戦
線
を
広
げ
、
九
州
の
ほ
ぼ

全
土
を
席
巻
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
豊
臣

政
権
に
敗
北
。
豊
臣
大
名
と
し
て
、
朝
鮮

出
兵
・
太
閤
検
地
と
、
困
難
な
出
来
事
に

直
面
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

一
方
、
都
城
地
域
で
は
、
盆
地
北
西
部

の
一
領
主
で
あ
っ
た
島
津
家
分
家
の
北
郷

家
8
代
当
主
忠
相
と
9
代
当
主
忠
親
が
、

都
城
盆
地
の
統
一
を
果
た
し
、
島
津
本
家

に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
ま
で
に
勢
力
を

拡
大
さ
せ
ま
す
。

そ
れ
を
受
け
継
い
だ
10
代
当
主
時
久

は
、
北
郷
家
最
大
の
版
図
を
誇
り
、
島
津

本
家
と
の
関
係
に
お
い
て
政
治
的
・
軍
事

的
地
位
を
確
固
た
る
も
の
と
し
ま
し
た
。

後
の
鹿
児
島
藩
に
お
け
る
都
城
島
津
家

3
万
5
千
石
の
基
礎
を
つ
く
り
あ
げ
た
の

も
こ
の
と
き
で
す
。

誠
を
尽
し
て
く
れ
た
こ
と
に
対
す
る
謝
意

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
非
常
に
珍

し
い
、
義
弘
の
花
押
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

︻
新に

い
納ろ

院い
ん

高た
か

城じ
ょ
う

古こ

戦せ
ん

場じ
ょ
う

図ず

︼

（
都
城
島
津
邸
蔵
）

天
正
6
年
（
1
5
7
8
）
に
島
津
氏
と

大
友
氏
が
山
城
・
高
城
（
現
:
児
湯
郡
木

城
町
）
を
中
心
に
激

戦
を
繰
り
広
げ
た
小

丸
川
の
合
戦
場
を
近

世
に
な
っ
て
絵
図
に

し
た
も
の
で
、
開
戦

前
の
島
津
軍
の
配
置

が
よ
く
分
か
り
ま
す
。

中興沿革図説　天文19年（1550）の図
　中興沿革図説は、戦国期から安土桃山
期における南九州の勢力図を、江戸時代
に図化したものです。都城には北郷忠相
が記されています。

国
重
要
文
化
財

紺こ
ん
糸い
と
威お
ど
し

紫む
ら
さ
き

白し
ろ
肩か
た
裾す
そ
胴ど
う
丸ま
る

大お
お
袖そ
で
付つ
き

◎問い合わせ
　都城島津邸　☎ 23-2116
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